
 
２０２６年度「情報通信の安心安全な利用のための標語」入賞作品について 

－ 総務大臣賞ほか、優秀作品「決定」 － 

 

2026年 5月 15 日 

情報通信における安心安全推進協議会 

 

情報通信における安心安全推進協議会（会長：澤田純）では、子どもたちの情報モラルや ICT リテラシーの

向上、児童生徒が学び考えるためのきっかけづくり、更には、情報通信利用者が情報通信を安心・安全に利用す

るためのルールやマナー、情報セキュリティに関する意識や知識の醸成を図ることを目的に、標語募集を通じ

た啓発活動を毎年実施しております。 

今年度は、2025 年 12月 1 日から 2026 年 2 月 28日まで、ホームページ、電子メール、ハガキで募集し、個人

部門 28,357作品、学校部門 371 作品、合計 28,728 作品の応募がありました。 

 

本協議会の選考委員※1による審査の結果、 

総務大臣賞は、 

（個人部門） 

「ＡＩを 見定めるのは ひとのＥＹＥ」  井出 青生さん 中学生※応募時 （東京都） 

（学校部門） 

「スマホより 前と未来を 見て歩こう」  北海道旭川東高等学校 （北海道） 

に決定いたしました。 

個人部門においては、他に「協議会長賞」3 点（児童部門※小学生 1 点、生徒部門※中高生 1 点、一般部門 1 点）、

「ＰＴＡ関連賞」4 点（日本ＰＴＡ賞※日本 PTA 全国協議会 2 点、全国高Ｐ連賞※全国高等学校 PTA 連合会 1 点、全附Ｐ連

賞※全国国立大学附属学校 PTA 連合会 1 点）、「ネット社会の健全な発展部会特別賞」2 点（児童生徒部門※小中高生 1 点、

一般部門 1点）、「企業優秀賞」4 点（ＮＴＴグループ賞、ＫＤＤＩ賞、ソフトバンク賞、楽天モバイル賞）を決

定いたしました。さらに、学校部門において、総務省総合通信局長賞 10 点、総合通信事務所長賞 1 点を決定い

たしました。 

入賞作品は別紙 1 のとおりとなります。 

本協議会として、6 月 8日（月）に都内ホテルで表彰式典を開催（別紙 2 のとおり）し、総務大臣賞および個

人部門各賞受賞者に対し賞状と副賞の授与を予定しております。また、学校部門受賞校については、各総合通

信局、総合通信事務所より賞状と副賞が贈られる予定です。 

今後、総務大臣賞をはじめとする入賞作品は、広報・啓発ポスターをはじめ全国各地で実施される各種啓発

事業・行事等で幅広く活用するとともに、全国の学校等で開催されている「e-ネットキャラバン（安心・安全な

ICT（インターネット）の利活用を学ぶ無料啓発講座）」の中でも紹介いたします。 

※1 委員長 ：和歌山大学 教授 豊田 充崇 

副委員長：東京学芸大学 教授 高橋 純 

  委員  ：ＮＴＴ株式会社、ＫＤＤＩ株式会社、ソフトバンク株式会社 

        日本ＰＴＡ全国協議会、全国高等学校ＰＴＡ連合会、全国国立大学附属学校ＰＴＡ連合会 

ネット社会の健全な発展部会加入団体 

総務省、文部科学省 



 
別紙 1 

２０２６年度「情報通信の安心安全な利用のための標語」入賞作品 ※敬称略 

 

＜個人部門＞ 

 

◆ 総務大臣賞 

「ＡＩを 見定めるのは ひとのＥＹＥ」 

井出 青生（いで あおい） 東久留米市立下里中学校※応募時 （東京都） 

 

◆ 協議会長賞 

 児童部門 

「通学路 歩きスマホが とおせんぼ」 

八木 あかり（やぎ あかり） 浜松市立南の星小学校 （静岡県） 

 

 生徒部門 

「指先で 変わる未来と 消えぬ文字」 

野呂 葉麗（のろ はれる） 弘前市立第三中学校 （青森県） 

 

 一般部門 

「子は真似る 親のスマホの 使い方」 

山本 美和（やまもと みわ） （北海道） 

 

◆ ＰＴＡ関連賞 

 日本ＰＴＡ賞 

「夜は寝て スマホも僕も フル充電」 

米田 雄大（よねだ ゆうだい） 世田谷区立八幡小学校 （東京都） 

 

「スマホの決まり 家族で決めよう 未来のために」 

南方 彩羽（みなかた いろは） 和歌山県立桐蔭中学校 （和歌山県） 

 

 全国高Ｐ連賞 

「“バズりたい” 気持ちの前に 思いやり」 

田嶋 心葉（たじま ここは） 関西学院高等部 （兵庫県） 

 

 



 
 全附Ｐ連賞 

「スマホより まずは対話の 心持つ」 

中村 心結奈（なかむら みゆな） 関西学院高等部 （兵庫県） 

 

◆ ネット社会の健全な発展部会特別賞 

 児童生徒部門 

「拡散の その指止めて 一呼吸」 

河野 絢華（こうの あやか） 文京学院大学女子高等学校 （東京都） 

 

 一般部門 

「この話 フェイクじゃないか 孫に聴く」 

奥津 博士（おくつ ひろし） （北海道） 

 

◆ 企業優秀賞 

 ＮＴＴグループ賞 

「“Ｓ”節度もち “Ｎ”仲良くつながる “Ｓ”世界中」 

滝口 嵯子（たきぐち さこ） （神奈川県） 

 

 ＫＤＤＩ賞 

「ネットでも 繋がる先は 人と人」 

岡田 亜美（おかだ あみ） 岡山学芸館高等学校 （岡山県） 

 

 ソフトバンク賞 

「両親と 約束してから スマホデビュー」 

縄 乃々香（なわ ののか） 札幌市立資生館小学校※応募時 （北海道） 

 

 楽天モバイル賞 

「ＳＮＳ 頼りになるのは 自分の目」 

新井 杏子（あらい きょうこ） 枚方市立長尾西中学校 （大阪府） 

 

 

 

 

 

 



 
＜学校部門＞ 

 

◆ 総務大臣賞 

「スマホより 前と未来を 見て歩こう」 北海道旭川東高等学校 （北海道） 

 

◆ 総務省 総合通信局長賞／総合通信事務所長賞 

 北海道総合通信局 

「火の用心 コメント 1 本 火事のもと」 北海道帯広工業高等学校 （北海道） 

 

 東北総合通信局 

「顔見えず だからこそもつ 優しさを」 岩沼市立岩沼西小学校 （宮城県） 

 

 関東総合通信局 

「後悔は 公開したあと やってくる」 江戸川区立第四葛西小学校 （東京都） 

 

 信越総合通信局 

「お友だち 悲しむかもよ その投稿」 須坂市立井上小学校 （長野県） 

 

 北陸総合通信局 

「その言葉 「バズる」「燃える」は 紙一重」 富山県立砺波高等学校 （富山県） 

 

 東海総合通信局 

「ちょっと待て その情報 ホントかな？」 静岡県立掛川特別支援学校御前崎分校 （静岡県） 

 

 近畿総合通信局 

「立ち止まれ ”正義のつもり”は 赤信号」 豊中市立第四中学校 （大阪府） 

 

 中国総合通信局 

「その情報 嘘か真（まこと）か 見きわめろ」 呉市立和庄小学校 （広島県） 

 

 四国総合通信局 

「うそかもな 少しの違和感 大切に」 愛媛県立新居浜東高等学校 （愛媛県） 

 

 九州総合通信局 

「その情報 本当に合ってる？ 考えて」 日本文理大学附属高等学校 （大分県） 

 

 沖縄総合通信事務所 

「画面越し 言葉のナイフ 気づいてる？」 沖縄県立中部商業高等学校 （沖縄県） 

 



 
別紙 2 

 

＜２０２６年度「情報通信の安心安全な利用のための標語」表彰式典＞ 

    

開催日時：2026 年 6 月 8日（月） 午前 10 時 00 分～午前 11 時 30 分 

開催場所：ホテルルポール麹町（https://www.leport.jp） 「マーブル」 

     〒102-0093 東京都千代田区平河町 2-4-3 

   

アクセス 

   

 

  当日の取材等のお申し込みは、事務局宛にお問い合わせください。 

 

 

 

＜お問い合せ先＞ 

一般財団法人マルチメディア振興センター内 

情報通信における安心安全推進協議会事務局 

Mail：cssic@fmmc.or.jp 

ＴＥＬ：03-6704-5553 ＦＡＸ：03-3528-8006 

                          https://www.fmmc.or.jp/hyogo/ 

 

 

 

 

https://www.leport.jp/
mailto:cssic@fmmc.or.jp
https://www.fmmc.or.jp/hyogo/


 
 

情報通信における安心安全推進協議会 会員一覧 ※五十音順 

 

ア  Ａｐｐｌｅ Ｊａｐａｎ，Ｉｎｃ． 

一般社団法人安心ネットづくり促進協議会 

一般社団法人インターネットコンテンツ審査監視機構 

株式会社インターネットイニシアティブ 

ＮＴＴグループ 

カ  ＫＤＤＩ株式会社 

サ  特定非営利活動法人情報セキュリティ研究所 

一般社団法人情報通信エンジニアリング協会 

一般社団法人情報通信設備協会 

一般社団法人情報通信ネットワーク産業協会 

一般社団法人セーファーインターネット協会 

一般社団法人全国携帯電話販売代理店協会 

ソフトバンク株式会社 

タ  一般社団法人テレコムサービス協会 

一般社団法人電気通信事業者協会 

ナ  日本電気株式会社 

一般社団法人日本インターネットプロバイダー協会 

一般社団法人日本ケーブルテレビ連盟 

一般財団法人日本データ通信協会 

ハ  株式会社日立製作所 

富士通株式会社 

マ  一般財団法人マルチメディア振興センター 

一般社団法人モバイル・コンテンツ・フォーラム 

ラ  楽天モバイル株式会社 

 

後援：総務省、文部科学省、警察庁、法務省 

 


